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アコリス遺跡における「豊鏡の民間信仰J

一土製ヒト形小像から探る一

花坂替

ヱジプ!、中部のアコリス遺跡で、出土する土製

ヒト形小{象は地では類例をみない製品である。

第 3中間期から末期王朝時代に属するこの粗製

の小像は，乳房や陰部といった性差を表す身体

的特徴を持っておらず，顔の造作や装飾品など

の表現も一切みられない。腕部付近にHI~ り付け

られた丸¥;、突起物がIlii:ーの装飾で、あり，最大の

特徴となっている。この突起物はへソを表して

いると思われ，性差による身体的特徴がまだ現

れていない乳幼児期の子供の姿を小像は象って

いると考えられる。さらに，小像の頭部(顔部)

は全て失われているか，残存していても半ばほ

どから破損した状態で、1':1=1土する。これは自然の

破損の結果ではなく，頭部に打撃を加えるなど

して，意図的に破壊した結果だと思われる。子

供を象ったノト{象の頭部を破壊する行為が意味す

るところは，死亡率の高い乳幼児期の子供の身

代わりとして「死j を与える呪術行為が行われ

ていたのではないだろうか。この小像の持つ機

能は子供の死を忌むに留まらず，母親の安全な

出産で';bり3 また，家肢が満足な食事ができる

ように穀物の豊穣や家高の多産などの時晶、も同

時に込めた豊続小像で、あった可能性も指摘でき

ょう。こうした呪術的行為は，伝統的な神々が

介在せず，狭い純聞の地域社会で、のみ行われて

いた民間信仰であり 3 そこには現l:lt利誌を盟む

氏家の姿が窺える。

1 .はじめに

1.アコリス遺跡と調査地区の概要1)(第 1[~) (Akoris 19952
) ，PRAkoris 2002-20073

)) 

アコリス遺跡 (AkorIs) は中部エジプトのナイル河東岸，耕

作地と東部砂漠を隔てる石灰岩河岸段丘の麓に位置しており，

石灰岩段丘が途切れて島状に取り残された，南北 200mx東西

50m，高さ 20mほどの岩山が遺跡のランドマークとなっているo

fアコリスj はヘレニズム期の名称で、あり，王朝時代には「美し

し、運河j を意味する「メル・ネブエノレ (Mrnfr)J と呼ばれてい

たが，新王国時代以降は「小111Jの意味を持つ「タ・デヘネト (T3

dhnt) Jの'iJll称も持っていた (Akoris1995: pp. 3-4)。これがラン

ドマークとなっている「岩111Jを指していると思われ，古代よ

り人々の目を引くものであったことが窺える。岩111の北裾には

中王国時代や第 3中間期の岩窟開堂やシャフト墓，ヘレニズム

期の中庭や多柱室を持つ神殿(西方神殿)など、が営まれており，

東裾にはヘレニズム期の岩窟墓が無数に穿たれている(Institut

{ 
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Francais D' AI・chとologieOrientale du Caire 1988)。

また 3 岩山の北側には南北 600mX東西 300mほ

どの「都市域j が広がっており，表層にはヘレ

ニズム期やコプト期の自乾レンガ建造物が残さ

れている。本稿で取り上げる土製ヒト形小像が

出土しているのは，古王国時代の墓群がある岩

山西裾の「沼地i玄j と，第 3中間期から末期王

朝時代の日乾レンガ建造物j止などを検出する岩

山南斜面一帯の f南地箆j である。

西地区は現在の地上国から1O-13mほど高い位

置で，段丘が 11癌5-10mほどのテラス状をなして

おり，南北 180mほど、の範囲に亘って古王国時代

の墓域が形成されている(第 2図)。また 3 段丘

の岸壁には中王国時代とへレエズム期の岩窟洞

堂が造られており，遠くからでも岸壁面に関口

部が黒く見えている。北端にある古王由時代の

岩窟マスタパ墓が規模も大きく，墓域の中心的

な存在であり，マスタパTt.91RIJのファサード前に造られた 6基のシャフト墓をはじめ，計 50基

以上の小さな墓が南北に連なっている。その多くは深さ 1-2111ほどのシャフト墓であり，およ

そ 1m四方の関口部を持ち シャフ卜の底から水平方向に玄室が造られているものが標準的な

プランとしている。シャフト墓のほかに水平方向に開口している横穴式の岩癌墓も 8基確認さ

れている。

本来は古王密rl寺代に造営された墓域で、あったが，未盗掘で発見された墓はわずかであり，多

くは第 3中間期から末期王朝時代にかけて再利用されている。木棺や遺体が出土することから

埋葬地として再利用されていたことは間違いないが，ファイアンス製の護符や装飾品のほかに，

副葬品として似つかわしくないこと器や木製品や石製l見，また，粗製のワニ形土製品やコブラ形

土製i品などが出二!こしており，生活の場または信仰の場として再利用されていたと思われる。ち

なみに，現在の地上面から段丘上へ登っていく際には，自然の段差とともに岩盤に穿たれた人

工的な階段を利用することができるが，古王国時代に墓群が造営された際に造られた階段なの

か，後代に再利用された|探に造られたものなのかの判断はつかない。

もう一方の帯地区では， 2002年から 2008年までの 7シーズンでおよそ南北 100mX東西

50111の範囲で、発掘調査を行っている(第 3区1)。斜距離 50111ほどの緩やかな斜面とその裾野に

ある平坦地が調査地となっており，そこから克上げた岩山の岩壁面には女神と双子のディオス

クー lコイ神が刻まれたヘレニズム期の磨崖レリーフが存在している。

斜面における堆積状況は厚いところで 2mほどであり，表層ではヘレニズム期およびコプト
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期の遺物や日乾レンガが散

見されるが，表層以下の埋

ゴこからは第 3中間期から末

期王朝 11寺代に痛する遺構・

遺物が検出されている。斜

面の遺構は寸断されており，

住居構成の全体像を把握す

ることは難しく，小さな部

屋が点在する様相を示して

し1る。ま7こ，中Il隻lこIIJm;1.5m， 

アコリス遺跡、における「豊鱗の民間信仰J

高さ 2.2mほどの大きな壁が 第 3IZl南地区発掘エリア遠景(南より)

斜面を取り巻くように東西に走っており(東西大壁入この東西大壁の上方では比較的大きな

日乾レンガ建造物が克受けられるため，公共施設があった可能性も指摘される。一方，平坦地

は表土の堆積が非常に薄く，地表面から 10cmほど掘り下げると第 3仁1:1間期jから末期王朝時代

の遺構を確認できる。いずれの地点においても一般住居祉や円形穀物倉庫枇，パン焼き紫j止な

どが検出されていることから居住域であったと思われるが， しかし，rr1地区を特徴付けている

のは手工業生産に関する遺構や遺物が数多く出土する点にある。東西大援の南fHlJから検出され

た皮革工房社が特筆されるが，ガラスまたはファイアンスビーズ製作用の土製鋭!r型，未1Jlt)~父の

まま潰れてしまった土器，織物j唱の紡錘車などが出土している(花坂 2004，2005， 2006)。集落

全体の主要な活動や居住の場は岩山の北側に広がる「者I~ïlïj或 j であり，この南斜面は生産活動

に従事する人びとの居住域，工房域で、あったと思われる。

なお，南地主では女性と子供を l中心lこ20体近くの遺体も見つかっている。人形木棺や箱形

木棺に入った遺体は簡単なミイラ化処理を施されたものもあるが，し吋ぶれも副葬lS11など、は伴っ

ておらず，非常に簡素な埋葬となっている。埋葬地となった場所に建てられていた建造物が廃

棄された註後に埋葬されていたり，さらには居住が続いている床下に埋葬したと jEわれるもの

もある。いずれにせよ，南地区全体が居住域として完全に放棄された後のことではない。西地

区が存在するにも関わらず，なぜ人びとの居住域内に埋葬されたのか，本稿の土製ヒト形小像

の問題とは直接には関係しないが興味深い点である。

2.問題の所在と研究目的

アコリスは中部エジプトに位置する地方集蕗である。古代エジプト文明の中心はメンフィス・

ギザ周辺やノレクソール周辺，またはアレキサンドリアであり，中部エジプトが歴史の第一面で

クローズアップされたのは，新王国n寺代第 18王朝のアクエンアテン王が一時的に都を遷した

「アマノレナ時代」の 10 1~三あまりのことである。中部エジプトは常に「地方j で、あり， こうした

地方集落における一般民衆の生活は，ピラミッドや大神殿，色鮮やかな壁画，精巧なtllJf象や王
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{象，貴石をあしらった壮麗な装飾品など，多くの人びとが古代エジプト文明に抱くイメージと

は遠く離れた世界であったに違いない。学界における研究動向もまた，該当する発掘調査の件

数が少ないこともあって，地方都市や一般民衆の生活には眼を向けることが少ないのが現状で

ある。

本稿では中部エジプ i、の地方集落で、あったアコリス遺跡で出土した土製ヒト形小像を取り上

げる。この土製ヒト形小像は遺跡の年次概報や調査隊員の論考内で、わずかに触れられているだ

けであり (PRAkoris 2002-2007，山花 2003，辻村 2005)，他の遺跡からの出土例を管見では 1点

も知らず，その用途や分布がまったく知られていない。詳細が不明な粗製品のために「不明土

製品Jとして扱われ，報告書に掲載されていないだけなのか，それともアコリス遺跡だけにお

ける特殊な出土遺物なので、あろうか。

ところで，この小像が属する第 3中間期から末期王朝時代だが，各地に王朝が並立し，外題

人の支配を受けるなど国家の政治的な混乱を迎え，古代エジフト王朝が終駕に向かう時代とさ

れている。しかし，当該期のアコリス遺跡の11t相をみる怒りでは，政治的な混乱の影響を受け，

都市の人間活動が衰退しているようには感じられないのである。南地!玄から出土した輸入土器

やタカラガイは地中海や紅海方面との活発な交易活動を感じさせ，また，皮革サンダノレ生産や

ビーズ製作などの痕跡は，官営工房から独立した独自の手工業生産が行われていたことを想像

させるものである。

第 31中間期や末期王朝時代は国家としては政治的な混乱期・終駕Wjとされるが，アコリス遺

跡の出土遺構や遺物を鑑みる限り，むしろ活発な民衆の生活が垣間見える。宗教や信仰の面に

おいても，当該期は聖獣信仰が盛んになり，各地で動物のミイラが奉納され，現世利益を求め

る民衆の姿が認められる。本稿で、は，こうした背景を持つ時代の地方集落であったアコリス遺

跡、で出土する土製ヒト形小像を取り上げる。これは他では類例をみない製品であるので，まず

は頭部が破損していることに注告しながら考古学的特徴をまとめ，続いて地方に住む一般民衆

が何を意思して小像を作り，どのように用いていたのかを明らかにすることを目的としている。

II.アコリス遺跡出土の土製七ト形小像

1.考吉学的特徴(第 4-7図，第 l表)

2002年から 2008年までの 7シーズンの調査で合計 57点の土製ヒト形小像が出土しており，

内訳は西地区から 11点，南地区から 46点となっている。

(1) JJ台.=1:

対象とする 57点の土製ヒト形ノト像はすべてナイノレ・シルトと呼ばれるナイノレ河の泥土で、作

られている。これは在地産の土器やその他の土製品にも用し 1られているものであり，遺跡近郊

で、採掘されたものと忠{われる。 )J台土はわずかに白い鉱石を含んでいるが，植物などの混和物は

見られない。焼成状態、は良好で、あり，色調は赤みがかった茶褐色をしている。
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(2)形状

本稿では土製ヒト形ノト像の部{立を頭部と身体部の大きく 2つ

に分け 3 さらに身体部を胸・JlI可・脚部と使宜上分けて呼称する

こと lこする。

ヒト形小像は扇平な身体部から非常に短い手と足(腕と榔)

が突出し，身体部に比すると大きな球状の頭部が付くものを標

準的な形状とする。最大の全高を持つ製品は，高さ 9.10C111に対

し遺存頭部高は約 2.7c111となっており，全体の 3分の iが頭部

となっている。出土 57点のいずれも同様の比率であり， 3頭身

のずんぐりとした印象を受けa る。なお，身体部の形状は，胸部

から}j!;1l部に向かつて絢くなっていく逆三角形をしたものが多い

が(第 51~ :1など入腕部にくびれを持つもの(第 5図 :7など)， 

胸部から脚部まで、が直線上になった寸Jj同形のものなど(第 61~

:7など)，いくつかのヴァリエーションが認められる。

頚部

第 412Z1
土製ヒト71ラノj、{象模式図

出土した 57 点はし吋ぶれも頭頂部を欠くなど完71~ ，5もを i 点もみない。製品の高さの最大は

ヲ.lOC111，最小は3.25c111，平均値は 6.55cmとなっている。また， 1-べての製品で突出した手の両端，

つまり肩幅にあたる箇所が最大11屈を示しており， III~ の最大は 7.50cm，最小は 2.89Cl11，平均値

は4.51c111である。これらは一部の部位しか遺存していない製品も含めた値であるが，頭部か

ら脚部までの全体がある程度確認できる 24 点に 13J~ ると，平均の高さは 7.60cm ， 11I日は 4.46cm

を測り 3 仮に完形品であったとしても 10cm前後の大きさであったと思われる。また，後頭部

側がやや膨らんだ球状の頭部を除くと身体部は薄く璃平な形状をしており，その身体部の厚み

は 1-2Cl11ほどとなっている。

手や足は身体部を捕まみ出しただけの非常に簡略化されたものであり，なかには身体部に手

足がi民放され，なで肩状になっているものや(第 5図 :12など)，下端部が丸みを酔びただけ'

になっているものなどが認められる(第 6図 :3など)。また，ヒト形小像の性別を判断する手

がかりとなる乳房や陰部なと、の身体的特徴は表現されておらず，頭部の一部が残っていたとし

ても髪の毛や顔の造作は確認できない。すなわち，明らかにヒト形をしているとはいえ，その

性別を半1J1析することはできず，老若の豆別もつかないものである。

(3)装飾

土製ヒト形小像の最大の特徴は，直径 1Cl11ほど、の小さな丸い突起物が鮎り付けであること

である。これは全 57 点 I~::J 47点で認められるもので，突起物がない 10}えのなかには痕跡が残

っているものがあり，本来はすべての製品に貼り付けてあったと思われる。 47点中 40点は i

個だけ， 6 点は 21凪 l 点は 4 個の突起物がl~占り付けである。身体の仁|コ心線上のj阿部付近に位

霊するものがほとんどであるが，なかには胸部に付くものもある。 2 紐付く製品は胸部と }W~l部

に縦に並んでおり，突起物が 4倍付く製品は胸部と胴部に加えて，両手腕部の付け根に付いて
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第 6図土製ヒト7T:;/J、像実関lZl (2) 

いる(第 7図 :2)。

また，身体部の前面に水平の朱線が号iかれている製品が 6点存在し，うち 4点は水平線が l本，

2点はそれぞれ 2本または 3本となっている(第 7図 :1など)。その他の衣服や装飾品などは

一切表現されておらず，乳房や陰部などの身体的特徴も表現されていないため，身体部中央に

付いた丸い突起物が非常に目立つ存在となっている。

(4)製作技法

土製ヒト形小像は手控ねによって成形された中実品で，ヘラなどの工具を用いた出IJり痕など

はほとんど見あたらず，指なでによる調整・整形が行われているだけの粗雑な仕上げとなって

いる。

身体部から f頚部j が凸状に突き出しており，その頚部に別の粘土を巻きつけて，頭部を作

り出している点に製作技法の特徴が見受けられる(第 5図 :4など)。これは頭部周辺が遺存し

ている 36点すべての製品において凸状の頚部を確認することができるため，製品すべてに共

通する製作技法であると思われる。なお，上述したように 3 すべての製』コで、頭部の半ばほどか

ら破損しており， 目鼻や髪の毛の有無など顔の造作の詳細は明らかでない。

さらに製作途上の痕跡とみなすべきか，装飾とみなすべきか判断しかねる溝状の線刻が

17点に残されている。線刻が身体の前面にだけ残るものが l点だけあるが，残り 16点は身体

の両面で確認できる。指なで整形のために線が薄くなっていたり， n~ えたりしているものの，
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第 71~ 土製ヒト形小像写真
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線刻は身体の中心を胸部付近からj阿部の端まで

垂直方向に伸びている。両面に残された線刻は

前後面で河じ位童にあることから，この線刻が

身体部を貫いている問ーのものであることが分

かる。線刻が製作途上の痕跡であるならば，棒

状に伸ばした粘土を 2つ折りにしたか，または 2

つの粘土を貼り合わせた継ぎ自であると考えら

れる。一方で装飾とみなすのであれば，ヒト形

に成形した後，何らかの理由で身体に切れ込み

を入れて左右 2つに割し、た痕跡であると考えら

れよう。

2.対象とする土製ヒト形小像の出土コンテクストおよび帰属年代

土製ヒト形小像は西地区から 11点，南地区から 46点の合計 57点を数える。

西地誌では吉王|蛮l時代に造営された墓群が第 3中間期から末期王朝時代に再利用されてお

り) 11点はいずれも再利用後の埋土から出土している。墓域の北端に穿たれた岩窟マスタパ

墓は，南・ ;1ヒ・西側を 1-2mほど掘り下げて，岩盤から切り離すような形状となっている。マ

スタパ墓は南北 10mほどの大きさで，上田には 2基のシャフト墓が南北に並び、(北シャフト・

南シャフト)，また，北面に入口を持つ岩窟チャペルが造られている。なお，チャペノレ内の西

壁にはマスタパ上国のシャフト墓に対応するように 2つの「偽扉 (Falsedoor) Jが刻まれてい

る。この墓域の中心的存在ともいえる岩窟マスタパ墓周辺から 4点のヒト形小像が出土してお

り，その内訳はチャペノレ入口に向かう墓道から l点，ファサード前のシャフト墓から 1点，マ

スタパ上国に造られた北シャフトから 2点となっている。

墓道は再利用されたi擦に日乾レンガで 3つに区画され，そこから木製農兵や土器などが，ま

た，ファサード前に並んだシャフト墓からは猫のミイラが，それぞれ出土している。北、ンャフ

トは関口部こそl.lmI2II方と大きくはないが，深さは 5.0mほどあり，シャフトの底に大きな

玄室を伴っている。人骨等は見つかっておらず，シャフトや玄室を埋めた埋土から土製コブラ

形製品や未焼成の土製j君子形製品などが出土している。西地区は生活の場として再利用された

可能性を残しているが， 日乾レンガの堆積や炉祉などは検出されておらず，ここに挙げた出土

遺物はし吋ぷれも信仰の場として再利用された際の献納品と思われる。

また，岩窟マスタバ墓周辺の 4点以外には，中王国11寺代の岩窟間堂前のテラス埋土から 2点，

横穴式の岩結墓から 2点のIJj土を数えるが，西地区の墓域のほとんどを占めるシャフト墓から

3点しか出土していなし ¥0 横穴式の岩窟墓の入り仁|前に動物骨が積まれていた例があり，

さらに，岩窟マスタパ墓や戸l堂は西地区において非常に目立つ存在で、あることを考えると，ヒ

ト形小像が出土した笛所は埋葬場所や居住場所として再利用したのではなく，信仰の対象もし
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くは儀礼を執り行う場所となっていた可能性が考えられる。つまり，ヒト形小像は何らかの頗

し1や祈りを込めて作られた製品であったといえる。

一方， 46点を出土している南地i茎は斜面上方より AIK，B...K区と調査i玄が設定されている。

AI玄から E区までが斜面にあたり， F区と G区あたりで傾斜が緩やかとなり，日区以降は平

塩地となっている。現在のところその東端は確認していないが，斜面を上下に藍切るように東

西大壁が C区と D[Kの境界に位聾している。東西大壁の上方，下方，または平坦地に関わらず，

住居祉や穀物倉庫祉などが検出され，手工業製品に関する遺構や遺物が点在している。表層の

一部で、後代のヘレニズム期やコプト期のものが見受けられるが 3 ほとんどが新王国時代後半か

ら末期王朝時代前半(第 20王朝から第 26王朝)に属している。南地i玄における人間活動の中

心は第 3中間期であり，出土している土製ヒト形小像も問時期に帰属するものと考えて良いだ

ろう。

遺構や供伴遺物の性格に関わらず調査区一帯から土製ヒト形小鍛が出土しているが，建造物

のj末や壁禽からではなく，し寸えれも埋土lゃから見つかっており， ヒト形小像と出土遺1'f11ì- O汁:I~ 1羽

関係は不明である。また，埋葬された遺体に伴って出土するわけでもない。明確な出土コンテ

クストが判断できない点は， ヒト形小像の機能を考える上で、重要な情報を欠くことになり非常

に残念なことである。しかし，南地区の 47点のうち 39点が B区から F125:までの斜面から， 8 

点が I区から K区の平坦地から出土していることは興味深い点で、ある。

街地区の主要な活動年代で、ある第 3仁|コ!?担割1より後代の遺構ではあるが，岸壁にあるヘレニズ

ム期の搭崖レリーフに亥IJまれた神々に献納したと忠われる動物骨が A!Kの岩盤:1こに散乱して

いた。また，周辺の岩盤を削って階段が造られており，礼拝・儀礼のためのI)ZJ戒が設け'られて

いたことが窺える。さらに，斜面の最上方の岩盤には，深さが 10111ほどの非常に大きなシャ

フト墓が口を開けており?シャフト内部の岩面の加工痕を見る限り中王国時代までさかのぼる

可能性を持っている。西地区の岩窟マスタバ墓や中王国時代の柄堂などのj司辺が信仰の対象と

なり，儀礼の場として再利用された可能性を上述したが，この南地区においても大きなシャフ

ト墓が信仰の対象となっていた可能性もあるだろう。

ちなみに，現代においても，週末の金曜日になると近燐住民が岩山北裾にある制堂に妊娠祈

願のために希求に訪れる姿を毎週のように見かけることができるぺ遺跡内には妊娠や病気治

雄を願って人びとが訪れる場所がいくつかあり，南地区のヘレニズム期の磨巌レリーフの真下

の岩場や周辺もその lつとなっている。希求に訪れる住民たちはイスラム教徒やコプト教徒で

あり信仰Jや「祈願Jといった表現は適当ではなく，彼らの行動はJ慣習的なことかもしれ

ないが，何らかの効果を期待して訪れていることは間違いない。ヘレニズム期や現代における

信仰の対象地としての根源が，第 3中間期までさかのぼることは大いに考えられよう。

第 3中間期にも，岩場に何らかの信仰の場所や儀礼を執り行う一回が存在し，それらと関連

するものとしてヒト形小像が用し 1られていたと思われる。ヒト形小像が斜面上方から多く出土

している点，出土遺構との関連性が不明瞭である点， J京位置を保っておらず担土中から見つか
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る点などは，本来斜面の上方に存在した信仰の場に献納されたヒト形小像が下方に流された結

果である，とすることで説明できるのではないだろうか。

3.破壊の行為一意図的か否か-

アコリス遺跡で出土する土製ヒト形IJ、像の大きな特徴として，頭部(顔部)が破損している

点が挙げられる。頭部が遺存している 36点のうち， 6点で頭部に巻き付ーけた粘土が完全に剥

がれ落ちて頚部が剥き出しになっており，残り 30点においても，半ばほどで破損しており出

状の頚部が顔を覗かせている。

さて，頭部に巻き付けた粘土が半ばほどから破損していることは，使用中の破損，経年変化，

埋没中の圧力の影響といった，自然に引き起こされた結果であるのか，それとも人為的に壊さ

れた結果なので、あろうか。ヒト形IJ¥像の「破損Jr破壊j に関しては，メソポタミアや東地中

海域で出土する小像でもたびたび取り上げられる問題で、あり，意図的な破壊行為があったなら

ば，その行為に込めた意味も含め議論される問題である。

クレッター (R.Kle口er)はレヴァント地域で出土する前 l千年紀の「ユダ式柱状土偶(Judaean

Pillar Figurines) J 5)を取り上げて，その破損について論じている (Kletter2001)。その中で，多

くの研究者が破損した状態で出土する小像を「意図的に破壊されたj と考えているが， 300点

以上の小像をクレッターが観察した結果，意図的な破壊行為の痕跡を見出すことができなかっ

たという 6)。また，もし意図的に破壊行為が行われていたのであれば，打ち欠くための打点ポ

イントが残るであろうが，そうした痕跡も見当たらず，偶然か故意の破損であるのかを判断す

ることは難しいらしい。さらに，高いところから落下したり， J:rn.土中の圧力によっても破損す

る可能性は大いにあるとし， レプリカによる落下実験を行っている。その結果，地面にぶつか

る箇所によっても壊れ方が異なり，壊れやすい笛所は腕，苦，胴体，鼻と続くというヘクレ

ッターは小像を象徴的に f殺すJことによって，現実世界への影響を打ち消そうとする行為は

さまざまな時代や社会に見ることができ，なかでも頭部や顔部は重要な意味を持っていたとす

る。しかし，対象とした柱状土偶は頭部や顔部ばかりが壊れているようなことはなく，この土

偶の破損は意|翠的なものではなく，偶然壊れたものであると結論付けている。

また， トノレコのチャタルフユック遺跡 (CatalHoyuk) から出土した来Jy石器時代の女性像に関

して，研究対象とした 42点のうちゅ点が頭部を欠いており，その破損した頭部が出土してい

ないことに丹前正子は着泊している O この女性像は妊婦の姿を表しており，食糧不足に対応し

て人仁l増加を抑えるため，女性の出産能力を断つために妊婦を模した像の頭部を破壊したと推

論を立てている(丹司 1983)。さらに 3 日本の縄文土偶研究においても，土偶を意図的に壊し

たか否かという議論が交わされている。水野正好や小林達雄など土偶を意図的に壊したと考え

る研究者も多く(水野 1997，小林 1997など)，さらに 3 意図的な行為であったことを補完する

証拠として，頭・腕・腕・腕!などを部位ごとに作り接合する「分割塊製作法」が小野正文によ

って提唱されている(小野 1984) (第 8図)。土偶を破壊する行為に関して吉田敦彦は，ゴニ偶
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の破片を大地の再生や豊鏡を願って各所に撒くという儀礼があっ

たとしハイヌウェレ神話Jや記紀にある食物起源の記述と結び

つけて論じている(吉田 1986)。一方，藤沼邦彦はアスフアノレトで

補修した痕跡が残る土偶の存在を示し，さらに破損箇月JTについて

も，吉や手足の付け根などの突出部や接合部，または力!]重がかか

る構造的に弱し、笛所で壊れていると述べ，土偶は故意に壊された

ものではないとの立場をとっている(藤沼 1997)。

このように小像が意図的に破壊されたのか否かという問題は，

地域や|時代を 1'1司わずヒト形小像には常に付随する研究テーマとな

っているのだが，ここで再びアコリス遺跡で出土した土製ヒト形

小像が意図的に破壊されたのか否かを考えてみたい。研究対象と

した全 57点の製品に完形のものはなく，すべて破損した状態で出

土している。壊れやすいとされる手足の先端などは， IJI土製品の

ほとんどで欠けていたり剥離していたりするが，こうした破損や

第 81sl
f分害IJ~~製作法J

剥離はヒト形小録、に限ったことではなく，動物Jl;土製品やその他の土製il;コについても同様であ

ろう。それでは，大きく破損している箇所は限定できるのだろうか。

土製ヒト7iラ小像を頭部とJ1句・ 111可・JjiiJ部(あわせて身体部)の 4つの在日位に分け，音!H立の納み

合わせによる遺存または破損の数を晃てみると，全 57点中 24点で頭部から脚部まで遺存して

おり，出土総数の 4割以上で全体像を把握できる形状を保っていることが分かる。また，政官li

だけ破損しているものが 13点，一方でJJtlJ部だけ破損しているものは 9点を数える。このヒト

形小像を横から見ると，身体音15は篇平であり後頭部が張り出した形状となっている。そのため，

ヒト形小像を平坦な場所に寝かせ，上方より力を加えたならば3 その荷重は蓄にもっともかか

るであろう。なお，身体のし吋ぷれかの部位を欠損している 33点に関して 2 苦13位閉それぞれの

破損数は頭部/胸部が 20点，胸部/胸部が 4点，腕部/JJ却部が 10点となっておりへやはり

構造的に壊れやすいとされる頭部と胸部の境(頚部の付け根)で破損することが多い傾向が窺

える。しかし，それ以上の 24点で、大きな破損もなく頭部からJJtil部までの全体が遺存しており，

また，頭部・胸部が繋がった状態の製品は全 57点中 36点を占めるため 3 ヒト形小像に関して

は頭部と胸部の境で壊れやすいとは言い難い。

改めて問題となるのは，頭部の巻き付けた粘土の破損状態で、ある。頭部の粘土が残る 30点

のすべてにおいて，その半ばほどから破損している。前頭部から頭頂部にかけて大きく剥がれ

落ち，後頭部の粘土は比較的遺存していることが多い。頭部を球体と見たならば，その 4分の

lを割りとって内部を11曝したような状態にある。壊れやすいとされる突出部や接合部ではない，

頭部の粘土の真ん中から破損していることを「自然な破損」の結果とみなし，そのような製品

が多いことを自明と考えることは受け入れがたい。クレッターが述べているような，打ち欠く

ための打点ポイントなどを見出すことはできないが，意図的な破壊行為が行なわれたので、はな
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いだろうか。力の加減によっては頭部に巻き付けた粘土がすべて外れることもあるだろうし 3

頭部が折れてしまうこともあるだろう。出土したとト形小像のような壊れ方は，前頭部の中央

付近，つまり顔にあたる部分を，粘土の一部を害IJり取るように叩くまたは押し込むように力を

加えた結果で、はないだろうか。

llI.土製ヒト形小像の機能と民間信仰

1.破壊の呪術行為

アコリス遺跡出土の土製ヒト形小像の頭部が意図的~こ破壊されたならば，イ可を目的とした行

為だ、ったのであろうか。何らかの目的や願いを持ってモノを壊す行為は「呪術 (Magic)Jの

範幡で語られることだが，現代社会においては不可解で非科学的な行為であったり，人間に害

を与えるような行為としてマイナスのイメージを持たれることが多い。しかし，必ずしも害を

与え，マイナスの結果を引き起こすばかりのものではなく，プレイザー(J.Frazer) が f金枝篇』

で紹介しているように世界中で様々な種類の呪術が存在しており，プラスの結果を導くために

行う呪術行為も存在している(プレイザー 2004)。

科学の領域が広まった我々の身の回りにおいてもj占しリ「おまじなし¥J r験担ぎJrジンクス」

といった単語を罰常会話の中で頻繁に用いており，また，寺ネ担社j土:で

など'超i自き然的なものを受け入れる患考や行為に溢れている。このような傾向は古代社会にお

いてはより顕著であったと思われ，古代エジプトにおいては宗教と呪術の境界は不明瞭であり，

儀礼・儀式や医術との線引きも難しいものであるとされている 9) (Ritner 1997， Shaw 2008など)。

古代エジプトにおいて，効果を期待して意図的にモノを破壊する行為として知られているも

のの lつに「呪誼文蓄 (Execrationtexts) Jがある。これは古王国時代から見られるもので，捕

虜の姿をした小像や土器に国家の敵となる地域や人びと(民族)の名前を記し，打ち壊して埋

めることで，そこに記された地域や人びとに勝利することができると考えられていた。また，

i司様のi況や|守行為として「赤色土器の破壊 (Breakingthe red vases) Jというものがあり，敵性を

示す赤色の土器を壊すことで惑や災いを避けていたという (Ritner1997)。古代エジプトの歴

第 91z1 I~t.術用の蝋製小像
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史の早い段階から，墓の副葬品を壊すことは，そのそ

ノと同化している死者を「殺す」ことにつながると考

えられていた。こうした考え方はトトメス 3世のハト

シェプス卜女王に対する または アクエンアテン王

のアモン神に対する，彼らの図像や名前を消すことに

よっても窺い知ることができょう。

上記のような，作用を及ぼす対象者と類似したモノ

などに働きかける呪術行為をフレイザーは f類感呪

術 (HomoeopathicMagic) J と呼んでおり感染呪

(Contagious Magic) J とともに「共感I~t.術 (Sympathetic
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Magic) Jの原理の lつとしている。『金枝篇』ではもちろん吉代

エジプトにおける類感呪術の例を取り上げており 3 それによれば3

人のj主工や髪の毛，爪，衣服の切れ端などを蝋に混ぜ込み，対象者

に似せた人形を作り上げると児術部の思うままになったと紹介

している。こうした道具は使い方によっては危険が生じるため，

宗教的な用途に限定されるようになり，太陽神ラーの敵の姿を蝋

で、作って名前を書き，それをナイフで切り刻み，踏みつけるなど

して，最後に燃やしたという。そうすることで敵を打ち負かし，

恵みをもたらす太錫神を助けるという儀式が行われていたという

(プレイザ-2004)。こうした呪術行為の存在を証明するかのよう

なローマ期のヒト形小像、が知られている。蝋で作られた小像のヘ

ソには毛髪が押し込められ，背面からはJJ台内に詰められたパヒ。ノレ

ス片が顔を覗かせている(第 9図)。パヒ。ノレス片の内容が分からな

いため，この小像の実際の使用目的は不明であるが，類感呪術に

用いられた小像だ、ったので、あろう (Pinch2006a)。

第 lOI~
l見術用の土製女性IJイ訟

また，プラスの効果を期待して作られた小像がノレーフソレ美術館に所蔵されている (Louvre

inv. E27145)。それはアンティノオポリス (Antinoopolis) 近郊で、出土したローマ期の女性像で、

あり，後ろ手に縛られたj漆立ちの姿をしており，頭頂 .11良・耳・仁1.JJ旬の中心・掌・足袈・性

器に合計 13本もの青銅製のを|ーが突き立てられた異様な姿をしている(第 10図)。一見，その

姿は対象者に肉体的な痛みを与えたり，災いをもたらすための類感r~t術の行為が行われたこと

を想像してしまうが，実際は対象者への強い愛情から行われたことのようである。女性像とと

もに出土したパピルス文書には呪術行為の内容が記されており，それによれば「彼女の00に

針を突き刺すことによって，彼女は自分だけを想ってくれるでしょう j と呪文を唱えながら針

を突き刺したのだという (Pinch2006a)。したがって，やや倒錯しているかもしれないが愛i育

を得るための呪術であり，対象者に危害を加える自的でないことは明らかである。

2.土製ヒト形小像が象るものとその機能

古代エジプトで、行われた破壊を伴う呪術行為の例をみてきたが，アコリス遺跡で、出土した土

製ヒト形;J、像は何を象り，どのような願いを込めて作られた製品だ、ったのだろうか。

メソポタミアや東地中海地域で出土するヒト形小像の中では，新石器11寺代の遺跡から乳房

や瞥部などの身体的特徴を強制した女性小像の研究が数多く行われている。これらの女性小

像は地母神信仰と結びつき，宗教的な機能を持つ女神像として解釈されることが多い。しか

し一概に女神像とみなすことに対しては反論もあり，女性小像、の機能についてはフォイク

ト (M.Voigt) の研究が引用されたり，参考にされたりすることが多い。アッコー (P.1. Ucko) 

の民族学的事例を加味した解釈に影響を受けたフォイクトは 北西イランでの発掘調査で出
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土したヒト形製品について 5つの機能を挙げている。それは， (1)宗教祭儀用の小像 (Cult

figurines)， (2)呪術の媒体 (Vehiclesof magic)， (3)教育・教示用の道具 (Didacticor teaching 

自gures)， (4)玩具 (Toys)，(5) 死者の姿 (Representationsof deceased person) である 10)。アオ

イクトは 3 ヒト形小像は f宗教祭儀用の小銭j としての機能が良く知られており教育・教

示用Jや f玩具j として明確に使用・製作された古代の製品はないとしているが，その機能を

1つに限定することはできないとしている (Voigt1983)。

エジプトで、出土するヒト形/J¥像のうち，神像・王像・シャブティ 11) もしくは名前が特定で

きる私人像などを除くと，機能などが不明瞭な小像はやはり女性の姿をした製品が多いように

思われる 12)。アッコーが行った先王朝時代のヒト形小像の研究で、は，分析対象とした 95点の

ヒト形小像のうち，男性小像が 15点(15.8%)，女性小像が 51点 (53.7%)，不明が 29点 (30.5%)

となっている。これらのヒト形小像の機能については，シャプティ (Shabti)，子供の玩具(Toys)， 

儀礼における教示用 (Instructionfor initiation rites) ，共感呪術の媒介物 (Vehiclesfor sympathetic 

magic) ，愛人小像 (Concubines)，哀悼者の小像 (Mourningfigurines) などを挙げている (Ucko

1962， 1968)。

また，中王国時代や新王国時代のとト形小像に関してはピンチ (G.Pinch) による研究が大

きな成果をあげている。 f妻 (Wife)J r愛人 (Concubine)Jや「同会者 (Beischlaferin)Jとn乎

ばれていた女性小像を一括し， r豊鏡小像 (Fertility五gurine)J 13) と呼称することをピンチが提

唱し，現在ではその呼称が定着しつつある。これらの女性小像の機能は豊能を願ったものとさ

れるが， r豊能Jの持つ意味や範囲に関しては様々な解釈が見受けられる。ピンチ自身は主に

妊娠・出産，子供の養育に関わる「豊鏡j をイメージしており，穀物の豊穣や家畜の多産に関

してはあまり触れていない。一方，ヘルブノレ (G.HolbI)の解釈では「豊綾j は妊娠・出産に

限らず，大地や穀物の豊穣も含んだものとしており (Holbl1986) ，また，スティーブンス (A

Stevens) は「豊傍Jに含まれるものとして，妊娠・出産，子供の養育，性的な交わり，さら

には死後の復活再生などが含まれるとし，墓や神殿や家庭内の洞堂など出土コンテクストに左

右されない， 11I高の広い解釈を与えている (Stevens2006) (第 11図)。

エジプトにおいても，メソポタミア・東地中海域においても，ヒト形小像は乳房や陰部など

が強制され，はっきりと性差の身体的特徴が表されているものが多い。しかし，アコリス遺跡

で出土した土製ヒト形小像は，乳房や陰部，顔や髪の毛の表現が全くないため性別を判断する

ことができず，大人と子供のどちらを象っているかについても不明である。

また，出土した 57点中 47点でみられる貼り付けられた突起物は何を表しているのだろうか。

47点I=i='40点に l個の突起物が付き，いずれも身体部の中心線付近に位置している。残り 7点

は複数の突起物を持っているが 3 仮に複数倍の突起物を持った製品を考慮しないならば，突起

物が「へソj を表していると考えることができるのではないだろうか 14)。

エジプトの先王朝時代のヒト形小像をまとめたアッコーによれば，小像の性別を判断する基

準として，男性像は陰茎，女性像は乳房の表現があることを挙げており，ヘソは象牙製の製品
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に見られるだけで，土製のヒト形小像にはないという (Ucko1968)。中王霞時代や新王国時代

の女性像、にはへソがあるが，これらは刺突点によって表現されており，メソポタミア・東地中

海地域で出土する女性像のへYも閉じような形状となっている。日本の縄文土偶も東IJ突点でへ

ソが表現されることが多く，乳房よりも性差を強調する身体的特徴とさえ言われている(水野

1997)。これまでエジプトで出土しているとト形小像においてへYが強調されたことはなく，

さらに刺突点による表現ではなく，ボタン状の塊を貼切付けた「デベソJ状のものは非常に珍

しい。上述したローマ期の蝋製のヒト形小像を除いては3 壁画やレリーフなどのIZl像資料にお

いてもへYが強調されていたり， rデベ/'Jの人間が描かれたりする例を知らない。

乳房や陰部などの身体的特徴による性差表現がみられずデベ.JJが強制されていること

を鑑みると，アコリス遺跡出土のヒト形小像は乳幼児期の子供を象っていると考えられないだ

ろうか。幼い頃は性差による身体的特徴があまりなく，図像資料に拙かれる子供の性別も判断

できないものが多い。また，腹筋の発達していない乳児期は，力むと Jl揚が飛び出した状態とな

って「デベソJ(隣へノレニア)になるとのことで，生後数ヶ月までは良く見られるという lヘ
子供の像が単独で造られることはほとんどなく，通常は親の横に立つ姿や， -1悶寺

姿でで、表現されている。そのし吋-"ilL，も子供に焦点を当てたものではなく，家族の集合像であった

り，母性を強調するために付された像となっている。 J~~像や壁画において子供を示すI~I像表現

は定型化しており，頭髪の大部分を剃りあけ髪の一昔13を対髪のように横に垂らした f若年の

髪房 (Sideloclくofyouth) Jの姿がそれに当たる。また，人差し指をi医えた姿も子供を表す仕草

となっており， ヒエログリアサインにも用し、られている。また，子供のホノレス村(ハノレポクラ

テス)を表した像が末期]王戦時代以降に数多く作られており，イシス女神の)擦の上lこ座った姿

や装飾板(キップス)に立ち姿が描かれている。装飾板に掛かれた子供のホノレス干tj3は髪束を備

に垂らし，裸体で表現され，手には蛇やサソリ 3 ライオンなどを躍り，ワニを足元に踏みつけ

ている。これは有害な生き物から身を守り，もし11歯まれたりした場合には治癒の効力を期待し

たものとされている

(第 12図)。アコリ

ス遺跡出土のとト形

小像、は「若年の髪房J

は確認できず，また

指をi竪えた姿ではな

いが， しかし 3 乳房

や陰部などの表現が

ない，中性的な身体

表現の像はしばしば

「子供j とされること

がある。

第 II盟 主1t抑制勺ヒト形小{象例
(左;木製「パドJI..うちJ 人形，中;ゴ岩松J~I強右; rベッド1莫型J女性f象)
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古代社会においては現代よりも乳幼児の死亡率が高く，子供

の無事な成青を願う気持ちは非常に強かったに違いない。子供

を象ったヒト形小像を作り，その頭部を破壊して「死Jを与え

ることで，実際の子供たちの無事を願ったのではないか。言う

なれば， 日本の「形代(カ夕、ンロ)Jや「人形(ヒトガタ)Jに

あたるもので3 ヒト形小像を子供本人の身代わりとしたのだろ

う。広義の解釈を与えるならば，出産H寺の危険は母体にも及ん

だであろうし，母親と子供双方の無事を願うものであったかも

しれない。さらに，新しい家族が増えることは食糧を十分に手

にする必要があり，穀物や家畜の豊穣多産を願いもしただろう。

乳幼児の死を忌む f形代j としての役割だけではなく，妊娠や

安産祈願，食物の豊穣や家畜の多産などを願った「豊能小像j

の一種で、あった可能性もあるだろう。

3. アコリス遺跡の「民間信仰」

吉代エジプトの伝統的な神々の神殿などで執り行われていた公的な宗教祭儀に較べると，地

方都市や農村で暮らす一般民衆が抱いていた信仰や行っていた儀礼などはほとんど知られて

おらず，そこで行われた儀礼や呪術行為はさらに記録として残りにくいものである (Kemp

1995)。英語で Pri¥引 eReligionや PersonalReligionなどと称される言葉は「民間信仰」と訳す

こともできるが，本稿では f在、li1信仰」と 11乎び¥区別することとする。

「私的信仰」は国家規模の公的な祭肥に対する，家庭内や個人の信仰を表している 16)。つま

り，私的信仰は古代エジプトの伝統的な神々に対する信仰であり，至聖所まで入ることのでき

ない民衆は神般の中庭やその周辺などを私的信仰の場とし，各家庭内においても儀礼が行われ

ていたと思われる。こうした私的信仰はアクエンアテン王がアテン神を唯一神と定めた「アマ

ルナ時代J においても続けられており，アマノレナ遺跡からはアテンネ\~3だけでなく，ベス神，タ

ウェレト女神，ハトホノレ女神， ミン神など伝統的な神々の護符や小像などが数多く出土してい

る。 伺じく新王国i時代のデイノレ・エノレ・メディーナ遺跡 (Deirel Medina) でもさまざまな神々

の開堂が建てられており， {'1'々 が!瀬いをしっかりと聞き届けてくれるように耳を描いた奉納ス

テラも多数出土している (Bomann1991， Stevens 2006など)。また，アコリス遺跡;を事例とし

て古代エジプトの伝統的な神々のヘレニズム化について論じた山花京子は，アコリス遺跡の岩

i上|全体を裂域とみなしたならば，岩1若干rj3殿や間堂が数多く造られた岩山北側が公的な信仰の場

であり，南地区のある岩山南側は一般大衆の私的信仰の場で、あった可能性も否定できないとし

ている 17) (山花 2003)。

一方民間信仰j は信仰を個人の関心においている私的信仰とは異なり，狭い地域社会や

共同体が支えているものである(桜井 1971ほか)。神々と結びついた神殿や洞堂や礼拝施設な
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どが建立されず，地域社会の人ひ、との関でのみ流布したもので3 現世利益を強く求めたものと

j志われる 18)。アコジス遺跡の岩山北裾には岩窟ネ1~1殺や柄堂などが点在し， [l寺代を通じて様々

な献納品が見つかっているが こうした いわば公的な信仰の場からは l点の土製ヒト形小像

も出土していない点にも注自すべきであろう。地方の小さな集落に住む一般民衆にとっては，

神々の名前や性格が大切なのではなく，いまの自分たちの毎日の生活の安寧が最も重要だ、った

のではないだろうか。国家を支える王や神宮，高官たちも国家の豊能を祈ったであろうし，そ

の豊鏡:が死後の世界まで続くように願って墓を壁画で飾り，たくさんの副葬品を所有した。来

世での豊能:を願った点で畏衆のそれとは大きく異なっている。一般民衆にとっては死後の世界

で、復活再生し，不自由なく生活できるように手厚く葬ることよりも，現世を生き抜くことがで

きるようにヒト形小像を作り，さらには豊憐を願う，そのような現世利益を求める「民間信仰」

が広く行われていたとしても不思議ではないのではないだろうか。

4.今後の課題

アコリス遺跡出土の土製ヒト形小像は死亡率の高い乳幼児期の子供の健療な成育をD誤って作

られたもので，小像の頭部を破壊して「死j を与えるl究術的行為が行われたと推論し，子供本

人に代わって小像を身代わりの形代(カタシ!コ)とする「民間信仰」が存在していたのではな

いかと結論づけた。さらに，子供の成育だけで、はなく， -1ミ:親の安産 3 穀物の控穣，家畜の多注

など，広く豊鏡を!思買う機能を持った「豊憐ノト像j であった可能性を指摘した。

子供の成育を願うにしろ，広義の豊鏡を願うにしろ，住居J]Lや穀物倉庫祉からの出土が[則前i

に確認されているわけではなく，出土コンテクストがいまだ不明の点は今後の発掘調査が期待

される。南地区の斜面上方からの出土が多い点に注iヨしたならば，斜面上方や岩場に何らかの

聖域や祭犯を行った施設があった可能性があろう。岩山の岩壁面，南斜面を見下ろす位置には，

ヘレニズム期の女神と双子のディオスクーロイ神が刻まれた磨崖レリーフが存在しており，時

代を遡った第 3中間期にも岩場に祭杷を行う場が作られていたとしても不思議ではない。

また，死を遠ざけるための形代と考えたとき，南地区に埋葬された遺体との関連性はあるの

だろうか。;菊地区に埋葬された遺体は女性と子供の比率が高く，子供の成育や母親の安産を助言

うヒト形小像との繋がりが指摘できょう。しかし，その埋葬場所や時期には不明な点が残って

いる。それは建造物が廃棄された直後に埋葬されている例が多く，周辺では人間の活動が続い

ていたと忠われる点である。|可時期の墓域を西地区に持っており，何故わざわざ南地区に埋葬

したのかという疑問を持たざるを得ない。つまり，死を遠ぎける罰を重視したならば，居住i或

や工房域である南地i玄ではなく，墓域である西地豆から大量に出土しでも良いのであるが，実

際には南地区から 46点，西地区から 11点を数える。概して，アコリス遺跡の南地区は居住域，

生産域で、あり，西地区は墓域と言えるのであるが，ヒト形小像を通して見た信仰や祭儀の場と

して考えた際には，それらを単純に区分することはできないだろう。

アコリス遺跡出土の土製ヒト形小像は他の遺跡からの類例が見られない製品であるため，そ
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の用途や機能については今後の発掘調査の成果に左右されることもあるだろう。現段階では，

通常は公的な宗教祭儀と私的信仰の 2つに分けて考える古代エジプトの信仰形態に民間信仰の

概念を加えて考察することが必要となるだろう。また，このような文字資料や図像資料には現

れにくい信仰があることを念頭におきながら考吉学資料を扱い2 地方社会に暮らす民衆の生活

を復元することが課題となる。

本稿を草するにあたり，アコリス遺跡調査隊(隊長:筑波大学)11西宏幸教授)のメンバーを

始め3 筑波大学先史学・考古学コースの教員の方々に御指導，御助言を J~易りました。末尾なが

ら御礼申し上げます。

註

1)アコリス遺跡の調査は 20世紀初頭にフランス隊によって岩111it裾の神殿域(西方村1殿)を中心に行われてい

る。 1981年より(財)古代学協会が， 1997年以降は筑波大学を中心とした調査団(発掘隊長:)11西宏幸筑波

大学教授)によって発掘調査が行われている。 1981年以降の発掘調査の詳細iは， The Paleological AssocIation 

of Japan，附C.Egyptian Committee， AKOR1S-Rψ'Ort 01 the Excavation at Akori5・il1Middle E&1pt 1981-1992. (1995) を参

l!官。 1997年以降の調査概要に関してはf立年概報が刊行されている。 KawanIshi，H. et a1. (eds.) 1そ同lil77in的 JRep0l1

AKORIS 199九2007.(1998-2008) 

2) Akoris 1995 I立， The Paleological Association of Japan， INC. Egyptian Committe巴 1995AKORJS: Report (ずthe

Excavatiol1 at Akoris il1 Middle Egypt 1981-1992. Kyoto， Koyo Shoboの略号。

3) PR Akorisは Kawanishi，H. et a1. (eds.) Prelimil1ary Report AKORlS. IbarakI， UniversIty ofTsukubaのIII各号。 数

字は誠査の年度を表している。

4)遺跡内で、行われている現代の民間信仰については，辻村純代 1990r穴潜りの話ーエジプ!、農村の土俗信

{印JW古代文化~ 42巻 7号 47-52頁，岩崎真紀『現代エジプト社会における宗教的マイノソティーの

信仰世界:コプト・キリスト教を中心として~ (筑波大学博士(文学)学位論文， 2008年)などに詳細

が記さ~/している。

5) Judaean Pillar Figurinesの和訳 fユ夕、式柱状土偶j については，杉本智俊 (2001) の用語に倣った。

6)研究対象とした 300点以上の製品の 1:1コで，完形品の占める割合は 5%程度である。完形品のほとんどが

墓からの出土で、ある (Kletter2001 )。

7) 40体のノト像レプリカを作成して実験している。レプリカはエノレサレム北部の tenarossaの粘土を使用し，手建

ねで成形し， 600-700度で焼成。高さ 1.5-2111の位置から様々な向きで地表に落としその破損箇所を調べてい

る(K1et1er2ω1: p. 191)。

8)対象とした全 57点のうち 24点は頭部から脚部までの全身が遺存しており，残り 33点が対象となって

いる。しかし，胸部のみ遺存している 1点については，頭部/絢部と胸部/脚部の双方にカウントした

ため，小計が 34点となっている。

9)宗教的場面でmし可られる小銭と，共感l況やi守の媒介として使用される小像ははっきりと異なるものとして，

アッコーは宗教と l児術を11音に区別している。

10) (I)宗教祭儀j刊の鍛 Cultfigurineは崇拝のシンボノレや対象として用いられる超自然的な存在を表す。 (2)

l況術の媒体 VehIclesof magIcは特別な状況を提供する・避ける・転換するための儀式において鍵となる

要素として扱われる。(3)教育・教示mの道具 Didacticor teaching figuresはイニシエーション犠式などに

おいて性的なことを教えるときなどに用し、られる。 (4)玩具 Toysは娯楽のために用いられる。 (5)死者

の姿 Representationsof deceased personsは，葬送品として)唱し、られ，死者と近しい関係の人々や動物など

も含まれる。
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11)シャブティ (Shabti) は副葬品として墓に納められ，主人である死者の代わりに労舗を担うとされる録。

通常， ミイラの姿で表される(イアン・ショー 1995・225-226頁)。

12) Fertility figurineの和訳に関しては大英博物館古代エジプト百科事典J(イアン・ショー他，内田杉

彦訳 1997) の中では f多産小{象j の語が用いられているが，本稿で、は人間の出産だ、けでなく，穀物や家

畜にも完形した広義の意味を含ませるために f豊鏡小像Jとしている。なお，穀物に限定する場合には f豊

穣Jを用いてi玄53IJしている。

13)機能が不明瞭な小像は，フォイクトの分類における「宗教祭儀用の小燥Jr呪術の媒体Jと解釈される

ことが多いが 3 それらの解釈に機疑的な考え方をする場合玩具j と看{故される傾向がある。鈴木八

司氏所蔵の古代エジプトの遺物の中にヤシの業で中軌を作り，布を巻き，粘土を被せた製l弘がある。時

代は新王国からコプトi時代となっており，おそらく出土地も不明のものであるが幼児用の人形玩具

らししリとの解説がついている(古代オリエント博物館 1995:図 74，75)。

14)辻村純代は「丹 3T~t~l~付け文は妊娠状態を示すのか，あるいは臓を表現した可能性がある。もし後者な

らば，全体の特徴も合わせ乳幼児の体を表現しているのではあるまいかJとしている(辻村 2005:58頁)。

15) 日本小児外科学会 HPを参摘した。 http://WWWJSpS.gl:jp/05_dis回 se/ms/naveLh.html(2005年更新?2009年 3月31

iヨ最;刻准認、)。また，プレイザーの『金枝篇』には世界各地の!携の絡に関する感染1児術の例が紹介されており，

オセアニア，アジアなど、を中心に臨北アメリカ，アフリカ， ヨーロッパと世界各地で， jJ野の絡は子供と強く結

びついたものと考えられている(フレイザ-2004 : 136-146頁)。

16)本稿で「私的信仰j とした用語は， Personal Religion， Pri¥叫 eReligion， Domestic Religion， Popular Religionな

どの英単語に対応するものであり，し、ずれも「民間信仰Jとも訳すことができるもので・ある。英語文献

においても，その用語の使い分けに明確な定義はなく!慶昧である。本稿で、は，ミとやヰIjJ官が執り行う|珂家

行事ともいえる公的な宗教祭儀に対して，神殿の周辺や家庭内で行う「伝統的な~Ij]々に対する信料JJを

私的信仰と称している。一方で「民間信仰J は，伝統的な~lll々の存在が希薄，または介在せず，特定の

地域社会でのみ流布した信仰を指している。なお児術的な要素が強くなると， Cultic-magical， Magico-

religious， Magical practice， Cultic Activityなどの英単語が用し、られている。

17)山花の論考中では「民間信1[PJの語が用いられているが，註 15で示したように本棉で、は「民間信仰Jと「私

的信仰Jを使い分けている。公的な祭犯が行われていたと忠われる国家守111・都市千Ijlを配っている千Ijl搬に対

して，その地の神々を記った小さな洞堂を民間信仰の場と山花は位世づけーており，本稿での使用法に n(~

らし合わせて「私的信仰」と読み替えている。

18)出産や家庭の守り神として信仰を集めたベス神やタウェレト女神であるが，実際には彼らのために建立

された大規模な礼拝場所や神殿は持っていなかったとされる。鈴木八司は民衆の信仰について fアメン

やレ一等の主な国家神に関して深く高避な持論ももたなかった」としている(古代オリエント|等物館

1995 : 43-44真)。
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第 l表 アコリス遺跡出土土製ヒト形小像一覧表

番号11全高
頭部巻 身体部 突起物 朱線

頭部 頚立s 位置 j湾 出土区 図番号
粘土 胸部腕部;脚部(数数)

MK詞堂前
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Fertility magical practice in Akoris 

HANASAKA， Tetsu 

This paper focuses on human企gurinesunearthed at Akoris in Middle Egypt. Precedents have not 

been examined thus far， and these objects could date back to the period between the Third 1ntermediate 

Period and the Late Period.τhe coarse earthen figurines show no particular physical features， such as 

breasts or genitals， while they are naked and lack any facial expression， hair and ornaments. A circular 

projection placed around the torso is the only decoration they carry， and it is also the most highlighted. 

It might be possible that this projection represents a navel and that the figurines symbolize children， and 

particularly infants， since in many cases they neither・possessprotruding navels nor commonly display 

any gender difference. 

FUlihermore， it is interesting to note that all the figurines were damaged around the head. 1n the 

study of anthropoid白gurinesof the ancient world， there have been discussions on whether such damage 

was caused by accident or on purpose. As for the present figurines， it is reasonable to assume that their 

heads were broken intentionally on the basis of the experimental examination. It could be interpreted 

that this behaviour， namely breaking the head of a figurine， is a cult-magical/apotropaic act， which would 

indicate that the figurine was symbolically broken to enact death as a substitute for a child. ln addition 

to hopes fOI・thehealthy lives for their children， it may well be that people used the figurines to wish for 

safe childbirth， abundant harvest and prolificity of livestock. 

It is quite likely that the human五忠lrinesfound at Akoris are one kind of fertility figurine. They 

would stand for a local magical belief which was not offered to the traditional gods and goddesses of 

Egyptian myths and royal ideologies. People who once occupied this site seemed to have carried the 

desire for better earthly fortune in this living world. 
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